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令和６年（２０２４年）６月教育委員会定例会会議録 

 

 

日  時   令和６年（２０２４年）６月２５日（火） 午後１時３０分～午後２時４５分 

 

会  場   柏崎市役所４階４－４会議室 

 

出 席 者   教育長           近 藤 喜 祐 

       委員（教育長職務代理者）  米 谷 杉 子 

   委員            阿 部 健 志 

 

欠 席 者   委員            梅 田 広 美 

       委員            飯 塚 政 雄 

 

説明のため出席した職員 

教育部長          本 間 和 人 

教育総務課長        田 辺 文 敏 

学校教育課長 兼 

教育センター所長     矢 沢 欣 也 

文化・生涯学習課長     窪 田   守 

スポーツ振興課長 兼 

 水球のまち推進室長    藤 巻 久 之 

図書館長          徳 間   正 

博物館長          西 巻 隆 博 

 

説明及び職務のため出席した事務局職員 

教育総務課課長代理     布 施   豊 

 

議 題 

１ 会議録署名委員の指名 

２ 教育長専決処理報告 

（１）令和６（２０２４）年度一般会計補正予算（第６号）について 

３ 審議事項 

（１）教育委員会事務評価委員会委員の委嘱について 

４ 協議事項 

（１）令和５年度（２０２３年度）柏崎市教育委員会点検・評価報告書の諮問について 

５ 報告事項 

（１）市議会６月定例会議の一般質問について 

（２）ぎおん柏崎まつり「マーチングパレード」の開催について 

（３）第１４回市民ウォーキング大会を開催しました 

（４）マレーシアのジュニア水球チームが合宿を実施しました 
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（５）全日本代表合宿とオリンピック壮行会を行いました 

（６）第１回アジア・パシフィック・ウォーターポロリーグが開催されました 

（７）絵本・こどもフェスタ 人形劇「１１ぴきのねこ」の開催について 

（８）「ぬいぐるみお泊まり会」の開催について 

（９）共催・後援の事業について 

６ その他 

（１）７月定例会の日程について 

（２）その他 

 

 

              ＜ 午後１時３０分 開会 ＞ 

 

第１ 会議録署名委員の指名 

（近藤教育長） 

会議録署名委員に、米谷委員、阿部委員を指名する。 

 

第２ 教育長専決処理報告 

（近藤教育長） 

教育長専決処理報告に入る。 

（１）令和６（２０２４）年度一般会計補正予算（第６号）についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  小学校費、中学校費にある学校用務員委託事業について、小中学校に配置している用務員

を事業者に委託している。現在の期間は令和３年８月１日から令和６年７月３１日までで、

新たに委託を更新する予定であった。しかし、近年の物価高騰や労務費の上昇等により、当

初予算に対して、経費に不足が見込まれることから小学校費については３９６万円、中学校

費については２２４万４千円を増額措置するものである。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（阿部委員） 

  確認だが、用務員の人数は各学校１名か。また、委託業者はどこか。 

（教育総務課長） 

  各学校に１名ずつ配置し、現在の委託業者は、北日本エンジニアリング㈱とシダックス大

新東ヒューマンサービス㈱の２者である。 

（近藤教育長） 

  他になければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

 

第３ 審議事項 

（近藤教育長） 

審議事項に入る。 
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（近藤教育長） 

 （１）教育委員会事務評価委員会委員の委嘱についてを議題とする。 

（教育総務課長） 

  毎年、教育委員会の業務は評価をしている。評価の結果を議会や教育委員会において報告

しているが、その評価をしてくださる方の任期が今年の６月３０日を以って終了となる。今

後も継続して評価を行ってもらうため、期間を令和６（２０２４）年７月１日から令和８

（２０２６）年６月３０日まで任期とし、再任１名、新任３名の合計４名に委員を委嘱する

ものである。 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（阿部委員） 

  今回は市Ｐ連の代表から委員になっている。前回はかしわざき男女共同参画推進市民会議

の会員がいたが、何か理由があって変わったのか。推薦団体などは継続していただけるイ

メージがあったが。 

（教育総務課長） 

  継続を前提にお願いしている中で、今回の任期で終了の話をいただいた方もいた。各方面

の団体に推薦を打診した結果である。 

（近藤教育長） 

  他になければ承認してよろしいか。 

（全委員） 

  異議なく承認。 

 

第４ 協議事項 

（近藤教育長） 

  協議事項に入る。 

（１）令和５年度（２０２３年度）柏崎市教育委員会点検・評価報告書の諮問についてを議題

とする。 

（教育総務課長） 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により令和５年度に執行した教育委員会

の事務の点検及び評価を行う。ついては、客観性を担保するために、教育委員会事務評価委

員会委員４名に諮問するものである。 

  点検及び評価の対象だが、評価対象となる事務事業は、第五次総合計画（後期基本計画）

の施策体系を基本に柏崎市教育大綱を踏まえ、令和５年度に執行した事務事業のうち８０事

業を対象として教育委員会内において点検及び評価を行った。因みに令和４年度は８１事業、

令和３年度は７５事業である。令和３年度はコロナの影響により中止された事業があった。 

  教育委員会内での内部評価ランクは、昨年同様、Ｓ、Ａ、Ｂの３段階のほか、やむを得ず

次年度に繰り越したため、評価ができない事業は評価不能としている。 

  資料２ページから５ページの総評、項目別の評価については、事務評価委員会において、

取りまとめた評価結果を記載することになる。６ページから７ページまでは昨年度の教育委

員会の皆様の活動を記録している。不足がある場合は、お聞かせいただきたい。８ページ以
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降は各事業の説明を事業別に表にまとめて記載しており、各項の冒頭に各課の主要な事業を

記載している。 

  現時点での評価ランクは、担当課の自己評価を教育長、教育部長が精査し、教育委員会と

して評価したものである。 

  評価の内訳は、Ｓが１事業、Ａが７７事業、Ｂが０事業、評価不能が繰越し事業の２事業

となっている。 

  今後は、７月４日、５日に事務評価委員会を開催し、担当課が所管事業の説明を行い、７

月２２日には３回目の評価委員会を開き、講評をいただく。その結果を７月下旬に市長及び

副市長へ報告し、８月の教育委員会では教育委員の皆様に御審議いただく。また、９月には

市議会にも報告する。なお、今回お渡しした点検・評価報告書は多少文言の修正が入る可能

性があることを御承知いただきたい 

（近藤教育長） 

  質問、意見を求める。 

（米谷委員） 

  ７ページの教育委員の出席事業で、小中学校の卒業式の記載がない。必要ではないか。 

（教育総務課課長代理） 

  令和３年度の卒業式はコロナ禍により教育委員の出席が出来なかった。翌年度以降の記載

が漏れており、今回、追記する。併せて、高柳小学校の閉校式も追記する。 

（阿部委員） 

  これだけの資料を当日配布されると確認が難しい。不明な点は後日、確認させてもらいた

い。 

（近藤教育長） 

  不明な点は、メール等で確認いただきたい。 

 

第５ 報告事項 

（近藤教育長） 

  報告事項に入る。 

※教育長及び各課（館）長が資料に沿って説明 

（１）市議会６月定例会議の一般質問について 

（２）ぎおん柏崎まつり「マーチングパレード」の開催について 

（３）第１４回市民ウォーキング大会を開催しました 

（４）マレーシアのジュニア水球チームが合宿を実施しました 

（５）全日本代表合宿とオリンピック壮行会を行いました 

（６）第１回アジア・パシフィック・ウォーターポロリーグが開催されました 

（７）絵本・こどもフェスタ 人形劇「１１ぴきのねこ」の開催について 

（８）「ぬいぐるみお泊まり会」の開催について 

（９）共催・後援の事業について 

（近藤教育長） 

  以上で報告事項を終わる。 
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第６ その他 

（１）５月定例会の日程について  ７月２５日（木）午後１時３０分開会 

（２）その他 

 

（学校教育課長） 

  今年度最初の小学生向けの体験事業「イングリッシュキャンプ」は７月３０日（火）に行

う。締め切りが明後日６月２７日（木）だが、募集定員４０人のところ、９３人の申し込み

をいただいた。受け入れ先のこども自然王国に相談させてもらい、最大で７０人まで可能と

なった。 

（教育総務課長） 

  令和４（２０２２）年度に学区等審議会で審議いただいた、第五中学校と東中学校の統合

について、新聞等で報道されているが、今年度から統合論議を再開させていただく。６月１

７日の市議会文教厚生常任委員協議会において、統合論議の再開を報告した。理由は、統合

論議の目安となる生徒数が２０人台を複数年見込まれる場合は、統合論議を再開させていた

だくと周知してきたからである。残念ながら、来年度以降２０人台が推移され、令和１６

（２０３４）年度には複式学級になることが予想される。 

  ６月１７日付けで東中学校区に住所を有する未就学児を含む中学３年以下の子を持つ保護

者と東中学校、田尻小学校、北鯖石小学校へ学区外就学している子を持つ保護者に統合論議

の再開についてのお知らせ文を発送した。 

  ６月１８日付けで第五中学校区に住所を有する保護者と第五中学校、鯖石小学校へ学区外

就学している保護者には、統合論議再開の通知と統合についてのアンケートを送付した。ア

ンケート内容は昨年実施した内容と同じである。 

  第五中学校と東中学校の地域の皆様には、７月広報物の町内会回覧で統合論議の再開につ

いてお知らせする予定。 

 

 

＜ 午後２時４５分 閉会 ＞ 

 

以上、相違ないことを確認する。 

 

   令和６年（２０２４年）７月２５日 

 

教育長  近 藤 喜 祐 

 

 

委 員  米 谷 杉 子 

 

 

委 員  阿 部 健 志 


